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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

協力隊活動報告協力隊活動報告

　明けましておめでとうございます。昨年は新しい出来事ばかりで、協力隊員の肩書きを頂きながら、誰よりも様々な
方々に協力をしていただきました。本当にありがとうございます。新しい事よりも、今ある物を今年もしっかりと勉強し、
今出来る事を行っていきたいと考えております。至らぬ点ばかりだとは思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

　あけましておめでとうございます。
　今年は酉年ですね、生まれ年の干支がまた回ってきました。早いものです。
　さて、先月は地域おこし協力隊全国サミットが開催され、北は北海道、南は沖縄までの隊員が集まり情報交換や交流
を行いました。
　様々な協力隊員の活動を知り、他地域との交流もできたらと思いました。
　また当町での活動に関しても任期が迫ってきました。より一層の精進を重ねたいと思います。皆様、本年もよろしく
お願い致します！

　昨年中は並々ならぬご厚情を賜り、誠にありがとうございました。
　本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。皆様のご健康とご多幸を心よりお祈りいたします。
　本年も下仁田町において、今できる範囲の中で少しでも役に立てるような事ができるよう務めてまいりたい所存で
ございます。
　下仁田町は「何もない町」と耳にしますが、山と川という自然の恵みがございます。
「山と山間部ならではの川を感じる事ができる」、下仁田町に来る前に持っていたその感覚を忘れずに自然を活かした
観光の土台作りに尽力いたします。

渡辺隊員報告

小池隊員報告

沼田隊員報告

　下仁田ねぎシーズン真っ盛りですね！わたしも日々、鍋にしたり炒めたりして食べています。
　下仁田ねぎは言わずと知れた下仁田の特産品。これまでに、長野や前橋など他地域で下仁田ねぎの栽培を試みた
こともあったのですが、下仁田産のねぎと同じ品質のものを作ることはできなかったそうです。実際に食味試験とい
う、食べ物の味を判定する試験の結果を見ても、下仁田産のねぎは糖度が高いというデータが出ています。これは、下
仁田の独特の気候がねぎの栽培に適しているからではないかと言われています。大地を上手に利用してきたからこ
そ、下仁田はねぎで有名になることができたのですね。

片山隊員報告

　市野萱区での訪問も3か月になりました。市野萱区では訪問をさせていただいた帰り際「きづいてね」とお声掛け
いただきます。『気を付けてね』のこの言葉がとてもあたたかく私は大好きです。皆さんのお言葉からも地域の魅力を
感じさせていただいています。
　11月13日には矢川区防災訓練に参加しました。訓練とは言え、何とも言えない緊張感と無事に避難して欲しいと
いう想いでいっぱいでした。訓練後は、消火器・ＡＥＤの使い方、心肺蘇生法、応急担架や土のうの作り方なども学び、日
ごろから災害に備える心構えと地域のつながりが本当に大切だと実感しました。そして、矢川区の高齢者の方の交流
会「矢川交友会」も3回目を開催することができました。回を重ねるごとに参加される方の人数も増え、会に対する前
向きな意見も提案されています。少しずつでも皆様の集いの場・生きがいの場になっていけたらと思います。

大井田隊員報告

ふるさとの歴史をつなぐ
　11月29日（火）ふるさとの歴史と文化を学ぶ会
（代表：里見哲夫氏）から「私たちのふるさと行政便覧
富岡・甘楽」と題した冊子、150冊を寄贈していただ
きました。明治初期の群馬県の変遷地図や郡、市町
村の変遷などが図や表などで解りやすく書かれてい
ます。編集作成には会員みなさまであたり、15頁に
およぶものです。貴重な資料として有効活用をさせ
ていただきます。会員のみなさま、ありがとうござい
ました。なお、これからを担う子どもたちのため小学
校・中学校に配置するほか、多くの方に閲覧いただく
ため、公民館図書室や公共機関にも配置予定です。

包括連携協定を締結しました
　平成２８年１２月１２日（月）に、下仁田町
では町内に支店がある株式会社群馬銀行、
しののめ信用金庫、群馬県信用組合、甘楽
富岡農業協同組合の各金融機関と包括連
携に関する協定を締結しました。
　町と金融機関は、これまでも地域に密着
した活動を行ってきましたが、地方創生・人
口減少という共通する課題の解決に向け、
それぞれが得意分野を活かした事業を共同
で行うため協定を締結することといたしま
した。

最優秀賞に神戸土木㈱
第8回施工技術発表会
　安全で豊かな郷土の発展に寄与することを目的とした
施工技術発表会が１１月１５日（火）、前橋市の群馬建設
会館で開かれました。
　当日は県内で行われた土木・建築の事例、計１５件の発
表が行われ、馬山（鎌田地区）で施工した、町発注工事「道
路改良工事（ブロック積土留工）」の発表を行った神戸土
木㈱の神戸　真さんが最優秀賞に選ばれました。

▲当日発表を行った神戸土木㈱の神戸　真さん

13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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小学生ねぎ掘り体験
　１２月６日（火）、小金澤将民さん（馬山）
の指導の下、地域おこし協力隊が主となり
育てている畑で、下仁田小学校４年生がね
ぎ掘り体験を行いました。
　５月にねぎ植え体験を行った時より、何
倍にも大きく育ったねぎを見て大変喜ん
でいました。

交流授業を開催しました！
　下仁田小学校４年生と天空の城の竹田城で有名
な兵庫県朝来市の梁瀬小学校6年生との間で、12
月6日の5時間目と6時間目にスカイプを使った交
流授業を行いました。
　それぞれの町と市を紹介したり、「下仁田ねぎ」と

「岩津ねぎ」について紹介しあったりと、遠く離れた
児童が距離を関係なくわきあいあいと画面を通し
て交流を持ちました。
　最初は緊張しているようでしたが、お互いの「ね
ぎ」を、画面を通して比べるなどしているうちに緊張
もほぐれ、終始和やかな雰囲気。梁瀬小学校と
400km以上離れていますが、そのような距離も感
じず、とても良い雰囲気でした。

下仁田ねぎ祭りが開催されました
　１１月２０日（日）こんにゃく手作り体験道場前広場＆仲町通りを会場に下仁田ねぎ祭り２０１６が開催されま
した。当町を代表する下仁田ねぎをメインに農作物の販売やJA甘楽富岡農特連による「しもにた汁」・下仁田
葱の会による「ねぎの鉄板焼き」の無料配布が行われ、約１万５千人の方が来場しました。
　当日は、全長２５メートルの巨大ねぎま作りや、下仁田ねぎを使った下仁田流すき焼きの会食など多岐にわ
たる内容が行われ会場は賑わっていました。
　イベントの開催に先立ち、下仁田ねぎ共進会の審査が行われ、当日表彰式が行われました。受賞者は下記
のとおりです。
下仁田ねぎ共進会（品評会）
優等賞　　田中　芳重 氏
一等賞　　飯野　幸雄 氏
一等賞　　堀口　博志 氏

少し早い年越しそばに舌鼓
　12月7日（水）下仁田町デイサービスセンター（馬山）で通所者の方々に手打ちそばが振る舞われました。
この日そばを打っていただいた方は高崎市倉賀野で「そば処うちだ」営んでいる内田良久さんと息子の真作
さん。内田さんは下仁田町（川井区）の出身で、お世話になった下仁田町に奉仕したいとの思いに至り、今年
で6年目となります。
　通所者の皆さんは、目の前で打たれたそばを、
大変おいしくいただいておりました。

「冬の県民交通安全運動」を実施しました
　冬の県民交通安全運動の一環として、12月1日(木)に道の
駅しもにた前の国道254号線で街頭指導を行い、靴用反射
材などの啓発品を配布し、事故防止を呼びかけました。7日
(水)には町内の飲食店を廻り、飲酒運転撲滅活動を行ない、8
日(木)には下仁田厚生病院で反射材啓発グッズを配布し高齢
者事故防止啓発を行いました。
　各交通関係団体のご協力により啓発活動を行うことができ
ました。
　ありがとうございました。

▲左から堀口さん・田中さん・飯野さん

▲そばをご馳走になる通所者の皆さん ▲そばを打っていただいた内田さん一家

15 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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